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音の入射方向に着目した吸音率の比較

○西沢　啓子 * 1）、渡辺　茂幸 * 1）、神田　浩一 * 1）

　音響材料の吸音率の主な測定法として、残響室法
吸音率（ J I S  A  14 0 9）と垂直入射吸音率（ J I S  A  
1405）が知られている。残響室法吸音率における音
波の入射は、あらゆる方向からランダムに入射（図1
（a））し、実際の建築空間に近いことから、建材の性
能評価で一般的に用いられる。これに対して垂直入
射吸音率では、音波の入射が垂直方向（図1（b））に
限られるため、建材の性能評価には適さない。
　本研究では、残響室法と垂直入射における測定
法の違いを整理し、同一材料を用いた吸音率の測
定結果を比較した。

 1 .   はじめに

　試料はグラスウール（密度32kg /㎥）を用い、背後
空気層を取らない剛壁密着で行った。
　残響室法は不整形残響室（ 451㎥）で測定した
（図2）。試料面積は J ISに拠り算出した16.52㎡とし
た。垂直入射についてはJ IS  A1405-2（第2部：伝達
関数法）で行った。試料サイズは直径10 0 m m（低音
域用）と直径29m m（高音域用）である（図3）。

 2 .   測定方法

　吸音材の測定では、音波の入射が材料を実
際に使用する場所での入射条件に近い測定法
を選定することが基本である。本研究では、残
響室法と垂直入射について同一材料による吸
音率を比較し、吸音特性の傾向と測定値の差
を確認した。

 4 .   まとめ

*1） 光音技術グループ
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H22.4～H23.3　残響室法吸音率の面積効果に関する評価手法の確立

　厚さ50 m mの測定結果を図4に示す。残響室
法と垂直入射ともに、低音域の吸音率が小さく
高音域になるにつれて大きくなる多孔質材特
有の性質を示している。
　残響室法で吸音率が大きく計測されるの
は、「面積効果」と呼ばれる試料周辺部からの
音響エネルギー流入の影響である。残響室法
と垂直入射は音波の入射条件だけでなく、吸
音率も大きく異なることから、残響室法の代わ
りに垂直入射で建材の性能評価はできないこ
とがわかる。

 3 .   結果・考察

図4.  吸音率の比較
（グラスウール50mm 密度32 kg/㎥  剛壁密着）

図3.  試料の形状（例：グラスウール）

図1.音波の入射条件

図2.  吸音材の設置（残響室法）
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未利用資源バナナ繊維を用いた複合体

○安田　健 * 1）、梶山　哲人 * 2）

　世界中で食されているバナナの葉の部分（図1）は、年間10 0億トン
もの量が廃棄されている。都産技研では、その廃棄物を繊維として使
用する方法を考案し、開発してきた。そして、さらなる活用を求め、樹
脂材料へのフィラーとして使用し、その複合体の機械的特性の測定
を行った。

 1 .   はじめに

　樹脂材料として、生分解性プラスチックであるポリブチレンサクシ
ネート（以下PBS）を、フィラーとして5m m程度に切断したバナナ繊維
（以下B F）を使用した。これらの材料を重量比 P B S : B F  =  9 0 :10、

8 0 : 2 0で二軸押出機（P C M -3 0、L /D  =  31. 5、D  =  3 0  m m、Dはスク
リュー径、Lはスクリュー長さ、池貝製）を用いて溶融混練し、射出成
形機により複合体（それぞれ以下PB10、PB20）の多目的試験片を作
製した。この多目的試験片の両端部を切断し、80 ×10 ×4  m mの試験
片で3点曲げ試験とシャルピー衝撃試験により機械的特性を評価し
た。

 2 .   実験方法

　図2にPBS / BF複合体の3点曲げ試験における公称応力-公称ひずみ曲線を示す。PBSにBFを複
合化させることで、曲げ弾性率、曲げ強さが向上している。PB10ではPBSと同様に公称ひずみ0.2ま
で伸びているが、PB20では公称ひずみが0.1未満で破断しており、あきらかに脆くなっていることが
わかる。
　図3にPBS/ BF複合体のシャルピー衝撃試験の結果を示す。PBSに比べると、PBS/ BF複合体は、
衝撃値が小さくなっていることがわかる。しかしながら、PB10に比べ、PB20は衝撃値が大きくなっ
ていることがわかる。BFを複合したことにより、破断ひずみは小さくなるが、破壊するために必要な
力が大きくなっている。

 3 .   結果・考察

*1） 繊維・化学グループ、*2） 材料技術グループ
H21.4～H22.3　天然繊維／生分解性樹脂複合体の開発

　未利用で廃棄されているバナナ繊維を樹脂と複合することで、樹脂単体より高強度の複合
材料となった。今後、意匠性や環境問題対策などを含め、新規材料として使用できる可能性
があると考えられる。

 4 .   まとめ

図3.  シャルピー衝撃試験の結果

図1.  バナナの葉

図2.  3点曲げ試験の結果


